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　本年度より副校長として勤務しております。18年間
慣れ親しんだ教員室をわずか隣に移動しただけです
が、新しい先生、新入生を迎えて新たな気持ちでスター
トしました。共通の目標を持った新しい友達に囲まれ
てこれまでに感じたことのない充足感を持って毎日を
過ごしている人も多いことと思います。夢中になれる
ものを持っている藝高生は幸せだと思います。若い時
の必死な努力、困難は人として大きく成長させてくれ
る素晴らしい栄養素となることでしょう。
　時々は肩の力を抜きながら、一日一日を大切に、感謝
と共に過ごしてください。教職員一同、皆さんの藝高生
活を精一杯支えて参りたいと思います。
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　私は、舞台に立つ藝高生の勇姿を誇りに思い、いつ
も心の中で「頑張って！」と応援しています。しかし、
ふと「みんな頑張りすぎていないだろうか。弱い自分
をさらけ出すことのできる場はあるのだろうか」と心
配になるときもあります。
　気が置けない人がいることは、困難にぶち当たっ
たとき、格好の悪い自分を肯定したり、新たな自分の

「像」を思い描いたりする上で、大切なことだと思っ
ています。
　皆さんが、こうした人間関係を築き、緊張と弛緩の
リズムをつかんで高校生活を満喫することができる
よう、日々環境づくりに努めます。
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音楽教育 フルート、室内楽、
ソルフェージュ

　４月７日、新緑が眩しい中、男子８名・女子29名、計37名の新入生を迎え、第70回入学式が挙行されました。開式の奏楽で、迫昭嘉先生の指揮のもと上級生
によりW.A.モーツァルトの歌劇「フィガロの結婚」序曲が演奏されると、新入生は目を輝かせ喜びを新たにしている様子でした。
　山下薫子校長先生の式辞は、「努力は人を裏切ると心得よ」と言う意外な言葉から始まりました。この言葉を含む、漫画家の水木しげるさんの著書『水木サンの
幸福論』の中の幸福の７か条をご紹介くださり、「これから先、皆さんが音楽の道を究めていく中で思いがけない困難に直面した時、こんなに頑張ったのに人から
期待通りの評価が得られないと思った時、音楽をしないではいられなかった自分を思い出して初心にかえっていただければ」というメッセージをいただきました。
　日比野克彦学長からは、「今年、様々な専門性を持って、東京藝術大学に973名、附属高校に37名、計1010名が入学しました。今日入学した皆さんは、芸術の
中の音楽と言う専門性を究めると共にその専門性をパスポートの様に使って、是非色々な人に出会い、新たな芸術表現を見つけたり、世の中を変えたりできる
ような人に成ってもらいたい。」との祝辞をいただきました。
　終わりに、W.A.モーツァルトの「交響曲第39番」第１楽章が演奏され、高校生活を逞しく歩んでいく志を胸に入学式は閉会しました。

　新入生及び保護者の皆様におかれまし
ては、御入学おめでとうございます。
　藝高は、少人数教育を基本とする高度な
音楽の専門教育を受けられることはもちろ
ん、全国各地から集まる才能豊かな仲間と
かけがえのない時間を過ごすことができる
素晴らしい学び舎です。ここ数年はコロナ
禍の影響で演奏活動に制約がありました

が、ようやく平時を取り戻しつつあります。
生徒たちにとってかけがえのない時間が更
に輝きを増していくことになるでしょう。
　響和会は、各種活動を通じて、生徒たち
の学び、それを御指導くださる先生方の活
動をサポートしてまいります。今年度も御
理解と御協力を賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。

～十人十色、自分の個性を磨き響きあえ！～
第70回 入学式

「響和会」とは…
藝高現役生徒の保護者約115名で構成される。
昭和29年、藝高創立時に後援会として発足。
現在は「藝高後援会」と役割を分担し、学
校の教育活動の運営と充実に協力する。全
国にいる会員の親睦を図る一方、図書の寄贈、
グローバルキャリア講演会、公開レッスン
開催協力等の活動を行う。

2023年  第31号
編集・発行　東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校　響和会
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先生 ●保健体育科

コロナ禍の終息も見えはじめ、授業や
行事における制限もなくなりつつあり
ます。その一方で、自由になればなるほ
ど、個々の主体性などが問われてくる
ことかと思います。お互い自問自答しな
がら日々のあり方を考えていきましょ
う。今年度もよろしくお願いします。

諸々の制約も解け、今年はいよ
いよ学校行事を本格的に再開で
きそうです。藝高らしく、賑や
かな一年になることを期待して
います。

１日は24時間。みんな平等に与
えられている時間です。その時
間の使い方次第で、未来が変
わっていきますので、時間を上
手に使い、自分らしい高校生活
を送ってください。
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先生

藝高という環境で学べる３年間
は、きっと宝物になるはずです。
その実りある学びを、教職員み
んなで支えていきたいと思いま
す。頑張りましょう。

かけがえのない友達、豊かな音
楽溢れるこの学び舎で、対話を
大事にしながら毎日を大切に過
ごしてほしいと思います。私も
皆さんとの日々を大切に過ごし
ていきます！

コロナ禍が開け、やっと笑顔を
見ることができるようになりま
した。良い音楽を目指し、より
多くの場面で素敵な音楽を広め
てください。皆様の思いがより
多く届きますように！
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先生
●    ピアノ／ピアノ初見アンサンブル／
ソルフェージュ 中
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先生
●    クラリネット／オーケストラ／
　ソルフェージュ／音楽理論 那
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先生

今年度より赴任し、新たな環境
に心を弾ませています。高校の
３年間はあっという間だと思い
ます。自分を大切に、まわりを
大切に、そして今しかできない
ことを大切にしてください。

若者独特の自由な発想を抑え込
むことがないように配慮しつ
つ、基礎的なことやアカデミッ
クな決まり事をしっかり伝えて
いきたいなと思っています。よ
ろしくお願い致します。

高校生活はあっという間に終
わってしまいます。色々なこと
に興味を持ち、様々な体験をし
て充実した藝高生活を過ごして
ください。
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 さゆり先生 ●養護教諭

古来、元気づけ励ます意味で「鼓
舞」「鼓吹」という言葉があり、かの
織田信長も合戦の前夜に家臣の弾
く三味線で士気を高めたといわれ
ています。邦楽生徒と一緒に藝高
を一層盛り上げたいと思います。

心が弾む日もあれば、揺れ動く日、
折れそうになる日もあるかと思い
ます。みなさんと様々な思いを分
かち合いながら、一緒に考え、共
に成長できたら嬉しいです。どう
ぞよろしくお願いいたします。
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7
14：50ｰ15：35
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15：45ｰ16：30

月

1年 SHR 言語文化 言語文化 体育 数学I SHR 　管打合奏　13:00~16:00
　専攻実技レッスン 副科ピアノ
　副科声楽 １年自由選択科目

2年 SHR 国語探究I 体育 英語探究I 音楽史 SHR

3年 SHR 英語探究IIA 英語探究IIA 現代文B 古典B SHR

火

1年 SHR 保健 音楽史 英語CI 数学I 総合探究 LHR 専攻実技レッスン　副科ピアノ
副科声楽　副科打楽器
１年自由選択科目

2年 SHR 国語探究I 保健 音楽理論 英語探究I 総合探究 LHR

3年 SHR 演奏研究 英語探究IIB 古典B 鑑賞研究 総合探究 LHR

水

1年 SHR 数学I 音楽理論 英語CI 英語CI ピアノ初見アンサンブル 一部生徒延長 専攻実技　
副科ピアノ
副科声楽　
1年自由選択科目

2年 SHR 英語探究I 体育 ソルフェージュB 生物基礎 室内楽

3年 SHR ソルフェージュB 英語探究IIB 体育 体育 邦楽合奏

木

1年 SHR 情報I 情報I 歴史総合 ソルフェージュB

ソルフェージュA

SHR ドイツ語／フランス語
専攻実技　副科ピアノ
副科声楽
１年自由選択科目

2年 SHR 地理総合 国語探究I 家庭基礎 家庭基礎 SHR

3年 SHR 現代文B 現代社会 社会と情報 社会と情報 SHR

金

1年 SHR 現代の国語 現代の国語 歴史総合 体育 合唱 専攻実技
副科ピアノ
副科声楽
1年自由選択科目

2年 SHR 地理総合 生物基礎 英語探究I 演奏研究
オーケストラ3年 SHR 音楽理論 現代社会 体育 英語探究IIA

■令和５年度 時間割

■令和５年度 専攻別内訳
1年 2年 3年 全学年 1年 2年 3年 全学年 1年 2年 3年 全学年

作曲 1 1 1 3 コントラバス 0 0 2 2 ホルン 0 1 0 1

ピアノ 12 12 14 38 ハープ 1 1 1 3 トランペット 1 1 2 4

ヴァイオリン 14 11 6 31 フルート 1 3 0 4 箏曲 0 2 3 5

ヴィオラ 0 1 1 2 クラリネット 3 1 1 5 邦楽囃子 1 1 0 2

チェロ 2 3 4 9 サクソフォーン 1 0 0 1 計 37 38 35 110

■令和５年度 出身地内訳
全学年

北海道 4

岩手 3

宮城 1

茨城 2

栃木 5

群馬 3

埼玉 11

千葉 8

東京 39

神奈川 17

長野 1

静岡 1

愛知 2

三重 1

滋賀 3

大阪 2

兵庫 1

鳥取 1

広島 1

香川 1

佐賀 1

長崎 1

宮崎 1

計 110

●オーケストラ／室内楽／
ソルフェージュ

●  ピアノ専攻／副科ピアノ／
初見アンサンブル

●    箏曲／演奏研究／
ソルフェージュ
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教 職 員 紹 介

●       作曲／音楽理論／演奏研究／
ソルフェージュ



学年の枠を超え生
徒の自主的による
室内楽
(藝高201ホール)
※生徒招待者・学
内関係者対象公開

●要：事前予約　入場料：1000円 全席指定

【邦楽合奏】
・長唄・長唄三味線・邦楽囃子
　「元禄花見踊」三世杵屋正治郎作曲
・生田流箏曲「砧三章」沢井忠夫作曲

【オーケストラ、合唱】
指揮：現田茂夫　合唱指導：清水敬一
・B.スメタナ：わが祖国　より「モルダウ」
・A.ドヴォルジャーク：交響曲第７番　二短調　作品70
・W.A.モーツァルト：レクイエム　K.626 より抜粋

公開演奏会もございます。プログラム、演奏時間、申し込み方
法など詳細はホームページに掲載されますのでご確認下さい。
URL  http://geiko.geidai.ac.jp/concert/

12月

3月

10月

11月

◆ 入学式
◆ アカンサスコンサート ［４月25日］

◆ アカンサスコンサート ［５月23日］

◆ 能楽鑑賞教室 ［宝生能楽堂　６月６日］
◆ 公開実技試験 ［奏楽堂　６月25日ｰ30日］
ピアノ・作曲・邦楽
管打楽器・弦楽器

◆ オペラ鑑賞教室［新国立劇場　７月11日］
◆ 輝く☆未来の星アカンサスコンサート
 ［滝野川会館　７月14日］

◆ 校外合宿 ［猪苗代　７月18日ｰ20日］

◆ ２年生　修学旅行
 ［長野県伊那市　９月26日ｰ29日］

◆ 輝く☆未来の星コンサート
 ［北とぴあ　10月15日］

◆ 第35回定期演奏会 ［奏楽堂　10月28日］
◆ 秋の祭典　体育の部［10月30日］

◆ 秋の祭典　文化の部［11月２日］
◆ アカンサスコンサート ［11月14日］
◆ 輝く☆未来の星アカンサスコンサート
［北とぴあ・つつじホール　11月21日］

◆ 室内楽発表会
邦楽専攻・フルート専攻・弦楽器専攻［12月15日］

◆ アカンサスコンサート ［12月19日］

◆ 卒業式

5月

6月

7月

9月

4月

令和５年度

藝高の１年間の行事予定

藝大合同管打合奏演奏
対象：学校説明会参加者  ●事前申し込み不要

管打楽器専攻生(フルート以外)は藝大学部１年生の授業に参加
しています。その授業の成果を学校説明会の開始前に発表しま
す。学校説明会は受験生と受験を考えている方を対象としてい
ます。

演奏会のご案内

アカンサスコンサート

北区との連携で行われる演奏会。室内楽やオーケストラ、北区の小
中学生とのジョイントを通して地域に根ざす活動を行っています。
(滝野川会館・北とぴあ)

●要：事前予約

輝く☆未来の星コンサート

第35回 定期演奏会

７月９日（日）



◆打楽器を始めたきっかけを教えてください。
　当時住んでいた室蘭にて、４歳か５歳の頃、父親に連れられて、森山威
男さん（藝大卒）のライヴを観に行きました。目の前で起こっている激し
いフリージャズのドラミングに衝撃を受け、自分もやりたいと思いまし
た。また父親は高校の音楽の教師であったため、家には打楽器の専門のカ
タログなどがあり、様々な打楽器のルックスにわくわくしてどんどんハ
マっていきました（例えば銅鑼の金属の光沢など）。しっかりとドラムを
始めたのは、小学３年生の頃で、地元のドラム教室に通いドラムの為の基
礎を練習しました。それから１年後、札幌ジュニアジャズスクールのオー
ディションに合格し、本格的にドラムを演奏するようになりました。そこ
では北海道中の小学生から中学生の楽器を演奏したい子ども達がオーデ
ションに合格して集まってきます。そこで私は５年間過ごし、誰かと演奏
する喜びと楽しさを得ました。

◆人生の転機になった出来事や人との出会いはありますか？
　小学５年生の頃、札幌ジュニアジャズスクールにて、ジャズピアニスト
のハービーハンコックのワークショップを受けた際に、私の演奏を名指し
で褒めてくださったのが大きな自信になりました。またその様子が北海道
新聞にも取り上げられ、周りからの反響もあり自分は音楽で生きていこう
と決めました。それから１年後に今度はトランペッターの日野皓正さんに
同じくワークショップで出会い、中学を卒業したらオレのバンドに入れよ
と言われ、割と本気で考えました。どうしたら日野さんとそのメンバー達
と共演できるかを考え、上京したい心がどんどん大きくなります。
　それから、藝高の存在に辿り着きます。藝高受験をすることを決め、札
幌交響楽団の打楽器奏者の大垣内英伸さんにレッスンを受けます。そこ
からクラシックにおける打楽器の奥深さに魅かれてゆきました。今までド
ラムを叩いているだけでは聴こえなかった、音色の幅にも感動して、絶対
に合格したいと意欲を燃やしました。

◆藝高での学校生活はいかがでしたか？　また、在学中に留学された時
の思い出などをお聞かせくだ
さい。
　クラスメイト、先輩、後輩、
全員が天才だと思いました。
毎日刺激的で、最高の日々で
した。
　高校２年生の夏、ボストン

のバークリー音楽院にて
奨学金を得て５週間の留
学をしました。世界中か
らとんでもないレベルの
同世代のミュージシャン
が集まって音楽を共にし
ましたが、こちらも最高
の日々でした。今でも当
時の仲間と連絡を取り合い、日本で会っては共演したり、海外のフェスな
どでも同じ出演者としてジャムセッションをしたりしました。

◆これまでに数多くのライブや作品に参加されていますが、演奏する上
で大切にしている事を教えてください。
　今、共演者が何を考えているかを素早くキャッチすることと、耳の使い
方をその場で起きている音楽に対して、瞬時にたくさん使い分けること、
共演者としてあなたの味方でいるという心構えを大切にしていると思い
ます。

◆休日の過ごし方やリフレッシュの方法はありますか？
　休日は目的地を決めずに、ぼけーっと電車に乗ります。気づいたら上野
公園にいます。吸い寄せられるように上野に辿り着いちゃいます。上野公
園の匂いがやっぱり好きですね。
　あとは、レコードを集めるのが最近趣味です。コーヒー豆をガリガリ挽
いて入れて飲みながらレコードを聴きまくります。

◆藝高生へのメッセージをお願いいたします。
藝高在学中の皆様へ
藝高で出会った仲間達をとにかく大切にしてください。
苦楽を共に過ごした仲間です。
仲間がそれぞれ枝葉を開いてまた再会して共演したりして、その音楽が
とんでもなくミラクルが起きて良かったりすると思います。

◆今後の活動についてお聞かせください。
　異なるプロジェクトの新しいアルバムを３枚同時に作っています。今年
の冬に全て出せるように頑張っています！
　あとは、毎日どこかしらでライヴしているので、この記事を見て興味持
たれた方は、私のtwitterやinstagramをぜひチェックお願いします。

打楽器奏者 石
い し

若
わ か

駿
し ゅ ん

さん
プロフィール
　1992年北海道生まれ。東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校打楽器専攻を経て、同大学を卒業。卒業時にアカンサス
音楽賞、同声会賞を受賞。Answer to Remember、SMTK、Songbook Trio を率いる傍ら、くるり、Millennium Parade、椎
名林檎など数多くのライブや作品に参加。
　ソリストや準ソリスト、ドラマーとして、藝大フィルハーモニア管弦楽団、名古屋フィルハーモニー交響楽団、札幌交響楽
団、東京フィルハーモニー交響楽団、アンサンブル金沢などと共演。
　2022年６月、山口情報芸術センター［YCAM］にて「自分自身との共演」をテーマに、石若駿＋YCAM新作パフォーマン
ス公演『Echoes for unknown egos―発現しあう響きたち』を発表。アッセンブリッジ・ナゴヤにて、旧・名古屋税関港寮
全体をステージとした回遊型パフォーマンス「石若駿×浅井信好ライブセッション」を行う。自身のソロパフォーマンスが、
山本製作所100周年記念モデル「OU‒オウ」のPV、 フィガロジャポン新連載 山田智和監督「虹の刻 第15章」のオンライン
スペシャルムービー、世界的建築家 妹島和世氏設計による大阪芸術大学アートサイエンス科新校舎のドキュメンタリー映
画『建築と時間と妹島和世（監督・撮影 ホンマタカシ）』の音楽に抜擢されるなど、活動は多岐に渡る。2023年公開、映画
「BLUE GIANT」にて玉田俊二のドラム演奏を担当。
　海外アーティストとの共演も多く、これまでに、Kurt Rosenwinkel、Jason Moran、Federico Casagrande、Tony Allen、
James Francies、John Scofi eld、Taylor McFerrin、Peter Evans、Fabian Almazan、Linda Oh、Richard Spaven、Corey 
King、Chris Potter、Monty Alexanderの来日公演に参加。 公式サイト　http://www.shun-ishiwaka.com/home

編集後記

本号発行にあたり、ご協力を賜りました藝高の先生方、ご関係の皆様に厚く御礼申し上げます。困難な時代を乗り越えてきたからこそ、音楽に溢れる毎日を過ごす喜びと尊
さを実感しているように思います。様々な制約が緩和され、明るい光がさしこむ中、皆様により一層の充実した毎日が訪れますことを願っております。皆様にはいつも温か
なお支えをいただいておりますことを、重ねて感謝申し上げます。今後とも、藝高生の活躍をご一緒に応援いただけましたら幸いです。

「藝高Acanthus　第31号」をお届けしました。
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先輩からの一言
赤れんがインタビュー

平成22年度卒業　
藝高55期生

【会　長】渡辺直子　【副会長】松浦さとみ・菅原貴子　【広報委員】金井亜由美・中嶋秀樹・古川和子・遠藤純子・髙橋るり・中山浩美・長屋由亀・橋本亜伊子・栁下道子　

●ご多忙の中、インタビューに応じて下さり、有難うございました。これからの益々のご活躍とご健勝を心よりお祈り申し上げます。


